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カケハシ・プロジェクト招へいプログラムの記録 

対象：日系米国人第 1陣（米国） 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として，米国から大学生

及び引率者 100 名が 2018 年 12 月 13 日～12 月 20 日の日程で来日し，日本の政治，経

済，社会，文化，歴史及び外交政策などの対日理解促進を目的としたプログラムに参

加しました。講義，視察，日本人との交流などを通じて幅広く日本を理解する機会を

持ち，各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。また，帰

国前の報告会では，訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）に

ついて発表しました。 

 

【参加国・人数】 

米国：100 名 

 

【訪問地】 

東京都（全員），長野県（グループA/B 50名），和歌山県（グループC/D 50名） 

 

２．日程   
 

グループ A/B グループ C/D 

12/13（木） 【来日】 

12/14（金） 

【オリエンテーション】 

【日本理解講義】 

【学校交流】東京大学 本郷キャ

ンパス 
【視察】浅草寺・仲見世 

12/15（土） 
【視察】海外移住資料館 

東京都から長野県へ移動 東京都から和歌山県へ移動 

12/16（日） 

【文化体験】手すき和紙づくり 

【視察】飯山市伝統産業会館，飯山

市ふるさと館 

【ホームステイ対面式】 

【視察】熊野那智大社 

【視察】美浜町・アメリカ村 

【ホームステイ対面式】 

【ホームステイ】 

12/17（月） 【ホームステイ】 

【ホームステイ歓送会】 

【視察】湯浅町 

【視察】広川町・稲むらの火の館 

【文化体験】海南市・漆器蒔絵塗体験 

【視察】海南市・温山荘 

12/18（火） 
【ホームステイ歓送会】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

【学校交流】和歌山大学 

【ワークショップ（報告会準備）】 

【歓送会】和歌山市ぶらくり丁 

12/19（水） 長野県から東京都へ移動 和歌山県から東京都へ移動 
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【視察】浅草寺・仲見世 【視察】皇居 二重橋前 

【成果報告会】 

12/20（木） 
【表敬訪問】薗浦内閣総理大臣補佐官 

【離日】 

 

３．プログラム記録写真  

全グループ（東京都） 

  

12/15【視察】海外移住資料館 12/19【成果報告会】 

 

グループ A/B（長野県） 

  

 12/14【学校交流】東京大学 本郷キ

ャンパス 

12/16【文化体験】手すき和紙づくり体

験 
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12/16【視察】飯山市ふるさと館 12/18【ホームステイ歓送会】 

 

グループ C/D（和歌山県） 

  

12/16【視察】美浜町・アメリカ村 12/17【ホームステイ歓送会】 

  

12/17【文化体験】漆器蒔絵塗体験 12/18【学校交流】和歌山大学 
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４．参加者の感想（抜粋） 

 

グループ A（訪問地：長野県） 

◆ アメリカ 日系アメリカ人大学生 

「日本理解講義」はとても面白く，勉強になりました。多くのことを学び，とても楽

しい講義でした。学校交流も大変興味深かったです。建物のスタイルがゴシック様式で

古くからある名門大学であり，そして多くの留学生がいることなどを見学するのは大変

興味深いことでした。多くの学生がとても上手な英語を話し，文化や食べ物，学校につ

いて楽しく話し合いました。私は日系アメリカ人として日本人学生とは異なる価値観を

持っているので，日本の大学生と話したり繋がりを持つことは，素晴らしい学びでした。   

また，ホームステイに関する全てが素晴らしかったです。今までで一番素晴らしい家庭

料理をいただき，日本語の知識は少しでしたがグーグル翻訳のちょっとした知識でコミ

ュニケーションがよく取れ，ホストファミリーとの時間を楽しみました。食事をしなが

ら，ポップカルチャー，政治，学校，生活，バスケットボール，食べ物や日系アメリカ

人の強制収容に至るまで多くのことを話し合いました。町は小さいですが，そこにいる

人たちのハートはとても大きかったです。滞在中，私たちはずっと愛され大切にされて

いると感じ，一緒に楽しく過ごしました。また，畳とこたつがある伝統的な和室に滞在

し，楽しかったです。スキーをしたり，雪で遊んだり，また雪の街にいるのも好きでし

た。絶賛しきれない程です。新幹線に乗ったり，他の日系アメリカ人の仲間と旅をする

のも楽しかったです。 

◆アメリカ 日系アメリカ人大学生 

私たちが慣れ親しんでいる講義のスタイルとは大分違うので，東京での「日本理解講

義」はとても興味深かったです。日本の講義はもっと詳細だと思いました。 

学校交流では，とても美しいキャンパスで，学生はとても礼儀正しく勤勉で印象的でし

た。一緒に過ごしたことは，私にとって最も興味深い出来事の一つでした。 

和紙づくりを見たことがなかったのですが，その技法をとても美しいと感じました。ア

メリカに戻ったら，もう一度作ってみたいと思っています。  

日系アメリカ人として育った私は，ホームステイで日本の文化に関する大きな刺激を受

けました。日本人の日常生活や文化をより深く理解する力を大切に思いました。日本の

ライフスタイルは，はるかに体系的でバランスが取れているように見えました。 

また，日本にいる間に気付いたことの一つは，海外移住資料館で目にした日本人が海外

へ移民した歴史の多くです。殆どの日系アメリカ人は，彼らの先祖の海外移民の歴史に

ついて全く知らないので，仲間の日系アメリカ人と共有したいと思います。 

 

グループ B（訪問地：長野県） 

◆米国，学生 

「日本理解講義」では滞在中役に立つ多くの情報を得ることができました。 

学校交流では，お互い違っていても，多くを共有できること，またお互いを尊敬できる

ことを感じました。和紙作りを体験した際，その工程の難しさがよく理解できました。

職人が一人前になるまで多くの年数がかかることを知り，職人に対する尊敬の念を抱く
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ようになりました。ホームステイは貴重な体験で日本人をより深く知ることができまし

た。よく働くけれども，おもてなしの心を忘れず，腰が低い。日本人をより身近に感じ

るようになり，またいつか自分も彼等のようになれるよう頑張ります。 

◆米国，学生 

「日本理解講義」で日本文化や日本社会のことを知り，日本滞在の心の準備ができま

した。特に日本文化が自然に大きく影響を受けていること，また伝統も四季がベースと

なっていることを知りました。学校交流では日本人学生と自分たちの間に多くの共通点

があることに改めて驚きました。この滞在のハイライトは何と言ってもホームステイで

した。ホストファミリーはもちろん一緒に滞在した訪日団とも強い絆を築くことができ

ました。飯山の温泉や山間の神社に車で移動中，ホストファミリーから彼等のこと，地

域のことを聞くことができました。ホストファミリーは非常に温かく接してくださり，

本当の家族のような繋がりを感じることができました。日本語を勉強して，再来日し，

絆を深めたいと思います。 

 

グループ C（訪問地：和歌山県） 

◆米国，学生 

和歌山大学での講義は興味深く，日本人が他の国々へ移住していること，またメガイ

ベントの企画していること，ツーリズムの重要性を知りました。それは私や家族の歴史

に直結する内容であり，興味深いものでした。大学では学生と話し合い，彼らの生活，

趣味や関心事を知りました。 

蒔絵体験や漆器工房では，日本人がいかに忍耐強いかを知りました。5年も器を乾かし，

その後半年かけて漆を塗ることを知り感銘を受けました。職人さんは 80 歳で今も好き

な仕事を継続しています。素晴らしいです。ホームステイは最良の出来事でした。ホス

トファミリーは田舎に住み農業を営んでいます。そこでは五右衛門風呂を体験し，伝統

的な茶粥もいただきました。日本で学んだことの一つは，日本人はお互いを尊重し，環

境，人々，国を尊重しているということです。このことに感動し，もっとたくさんの人々

に来日してほしいと思いました。 

◆米国，学生 

和歌山大学での講義は興味深く有意義でした。学生たちも可能な限り英語で話してく

れたので感謝しています。湯浅醤油や漆器工房などの訪問は充実していました。仕事の

過程や，価値，重要性をたくさん共有しました。蒔絵体験の一つ一つの工程は芸術的で

忘れがたいものです。実際の蒔絵はいかに難しいかを知る良い機会でした。日本で最も

良かったことは，食事の素晴らしさ，生活様式を直に学んだこと，そしてこのプログラ

ムでしか知り得なかった人々との出会いです。仏教徒として神社仏閣を訪問し，仏教の

歴史を楽しく学びました。また日本の文化を大きく占める神社仏閣の各地を訪れたいと

思います。 

 

グループ D（訪問地：和歌山県） 

◆日系米国人，大学生 

どの講義もとても有益で面白かったです。最初の講義は日本の文化に関するもので日
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本人の生活様式について再考することができました。また今回のプログラムの中で実体

験することにより理解を深めることができたと思います。印象的であったもう一つの講

義は日本の観光事業に関する内容でした。私は，最近の日本の観光事業の急成長ぶりや，

観光事業の成功の背後にある事業計画について何も知らなかったからです。同じ教室で

日本の学生と共に講義に参加したことは特別な事に思われました。日本の学生と日々の

生活について話をするだけではなく，講義について色々な意見交換をすることができた

事は，まさに夢中になれた体験と言えます。和歌山の醤油会社や漆工房の訪問は，製品

を作り出すために伝統的な工程を維持している様子がとても印象的でした。伝統的な手

法により，その工程に何年もの時間を費やそうとも，作り上げられた製品は大変な努力

の賜物と言えます。ホームステイについては，日本の文化である生活様式を体験するこ

とができてとても楽しかったです。日本の生活についてもっと体験したかったので，ホ

ストファミリーと過ごす時間がもっとあれば良かったなと思います。 

◆日系米国人，大学生 

日本滞在中，私にとって一番心に残った大切なプログラムはホームステイです。ホー

ムステイは短い時間でしたが，日本人の慈しみの気持ちやおもてなしの心を感じる経験

となりました。私のホストファミリーであるお母さんは，印南町出身で，素敵で面倒見

の良い思いやりのある方です。和歌山に親戚が居ますかと質問された時，私は和歌山に

親戚が居るかもしれませんが，どこに居るのかはわかりませんと答えました。私の祖父

の名前を告げた後，お母さんは即座に分かったようで，私の祖父の親戚の方に電話をし

ました。電話をしている間も，私に多くの質問を投げかけ，私の親戚なのかを確認して

くださいました。電話の方が私に会いたがっていると聞いて，私は本当にドキドキして

しまいました。翌日の朝，私の素晴らしいお母さんと共にその家を訪問し祖父の兄弟の

方と会うことになりました。感動的とも思える面会の中で，私は私の母や兄弟や祖父の

写真を見せることになり，それを見た彼はとても幸せそうで，私は良いご縁ができたと

感じました。カケハシプログラムのお陰で，私は私の親戚を見つけ出し，そして私のル

ーツを発見することができたのです。他のプログラムからも多くを学習することができ

ましたが，私にとってはこのホームステイが最も重要なプログラムとなりました。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ ホストファミリー（グループ A/B） 

 日本と関わりのある人達だったので，親近感が湧き仲良くなれました。何をしたいか

と聞くと，皆「スキー」と言うので，3日目の半日スキーを楽しみました。スキーをや

った事がある人もいたのですが，初心者にはレッスンもしたところ喜んでいました。2

日目は戸隠神社に行き，お蕎麦も食べ，日本の生活を満喫できたと思います。別れる時

に涙を流す子もいたので感激しました。 

◆ ホストファミリー（グループ A/B） 

 それぞれの家族のルーツを詳細に説明して頂きました。若い世代の方々が家族の祖先 

を敬い，戦争中の大変さを語り継がれていることに深く感動し，日本の現状の家族の在 

り方を考えさせられました。さわやかで健やかな精神を持った日系の若者たちに出会え 

ましたこと，大変嬉しく貴重な時間でした。 
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◆ ホストファミリー（グループ C/D） 

 彼らと本当に楽しい豊かな時間を過ごすことができました。三人の中に日本語を話せ

る青年がいてくれたので，日常生活からアメリカの文化や政治についてまで深い話がで

きました。しかも子供ではなく大人であったことも幸いでした。ある青年が自分の兄弟

について面白おかしく，しかも愛情たっぷりに語ってくれたのには感心しました。他の

青年は，自分のルーツが実は御坊市の塩屋に今住んでおられるあるお宅で，住所まで知

っているのだと語ってくれて皆驚きました。おもわず明日の朝連れて行こうかと提案し

たほどです。「あなたの知っている日本人は誰」と質問したところ，皆「私の家族」と

答えたのにも驚きました。もちろん自分はアメリカ人であるとは意識しているのでしょ

うが，どこかで自分のルーツは日本にあるというアイデンティティーをしっかり持って

いるのですね。とにかく対等に話し合えて，たくさんの刺激と感銘を与えてくれました。 

◆ 学校交流参加学生（グループ C/D） 

 今までネイティブで英語を話す方々とお会いする機会がなかったので，英語のリスニ

ングとしても良い経験でした。ディスカッションも楽しく，やはり海外の学生さんは積

極的なコミュニケーションをとってくれるという印象でした。日系だと聞いていたので，

日本語を話せる人が多いかなと思っていましたが，少なくて驚きました。夜の歓迎会で

は，昼に聞けなかった少し踏み込んだ話題も上がり，いつもの海外の学生とは違った体

験ができて良かったです。可能であれば，ディスカッションのトピックでお互いのイメ

ージについて話し合えたら面白かったかもしれないと感じました。 

 

６．参加者の対外発信  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グループ A）ホームステイについての発信

(Instagram) 

長野で培った私の素晴らしいホームステイ

経験と友情は暖かくて，ほんわかしている

ことにほかなりません。ホストファミリー

のみなさん，私たちを甘えさせてくれて，自

分の家族のように連れて行ってくれてあり

がとうございます。 

（グループ B）文化体験についての発信

(Instagram) 

和紙作りは長野旅行のハイライト！水はと

ても冷たかったけれど，でき上がった作品

を早く見たい。教えてくれてありがとう。 
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（グループ C）視察についての発信

(Facebook) 

皇居前での C グループ，なんて輝かしいグ

ループでしょう。 

（グループ D）視察についての発信

(Facebook) 

熊野那智大社を訪問，日本で最大の滝を見

学した。その全景は息をのむほどの美しさ

であった。 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

 

 

 

 

  

アクション・プランの発表（グループ A） 

① KAKEHASHI ステッカーを作る。2019 年 2

月までにレッドバブルを活用し，参加学

生の一人が担当する。 

② JACL チャプターに記事を書く。2019 年

1 月 15 日までに訪日団７名が担当・実

施する。 

③ それぞれの学校で体験した事をプレゼ

ンする。2019 年 3 月までに 9 名の訪日

団が担当する。 

④ プロモーションビデオを作成する。2019

年 4 月までに訪日団 7名が担当する。 

⑤ SNS キャンペーンを行う。向こう 3か 

月にわたり訪日団全員が行う。全部で 3

件アップし，3か月間で終了する。1か

アクション・プランの発表（グループ B） 

グループ B メンバーであれば誰でもアクセ

スできるギャラリーをインスタグラムやフ

ェイスブック上に作成。全員が月に最低 1

回，3か月の間，思い出，考え，学んだこと

を投稿し続ける。投稿は以下 3種類： 

① 来日前→なぜ日本に行くことにしたの

か，家族の歴史，日本に対する印象 

② 来日中→写真や学んだこと 

③ 帰国後→参加してどの様な影響を受け

たか 

2019 年 1月 1日に開始する。 
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月に 1 件アップし，テーマ別及びグル

ープインスタグラムを活用する。 

 

 

 

アクション・プランの発表（グループ C） 

SNS を通じて日系アメリカ人や米国の人々

にウェブサイトやビデオを提供する。 

10分のビデオにはそれぞれの短い話と日本

滞在での発見が含まれる。日本での写真や

帰国後のインタビューもあり著作権のある

音楽は含まれない。インタビューは今まで

の日本に対するイメージの変化，最も印象

深い内容，日系アメリカ人のアイデンティ

ティにどのように影響を与えたかなどの質

問である。ビデオの芸術性，ナレーションは

討議し 1 月末までに仕事を分担しドラフト

を作成。2 月末までにビデオを発信する予

定。 

アクション・プランの発表（グループ D） 

①日本滞在中に体験した写真と共に SNS を 

通して友人や家族に日本の情報を提供す

る。 

②友人や家族にお土産を渡しその内容や真

意を説明する。 

③大学のクラブや学生組織を通じてまたは

大学のキャンパスイベントにて，私達の

日本での体験を紹介し他の学生と共有す

る。 

④私達のルーツをより深く研究する。  

日系アメリカ人であることの意味や私た

ちの祖先の経験がどのように私たちに影

響を与えたかを JACL の活動を通して，あ

るいは地域の他の日系アメリカ人との関

係を築くことによって互いに研鑽する。 

④ 家族と共に日本を訪問し，家族に日本

の豊かな文化や歴史を紹介する。 

⑥日本での新しいつながり(未だ見つかっ

ていない親戚等も含め)を築く。 

⑦日本で出会った人々との関係を今後も継

続する。 

いつ実施するか：我々がアメリカに戻った

後（12月 20 日以降，より大きいイベントの

場合は長期見通しにて） 

誰が実施するか：「カケハシ・プロジェクト」

グループ D参加者 

誰に対して実施するか： 

自国の友人や家族（日系アメリカ人かは問

わず），学校，地域社会に対して実施する。 

 


